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日
吉
津
村
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

10
月
１
日
施
行
の
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
改
正
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
条
例

QQ
　

上
程
し
て
い
た

も
の
を
撤
回
す
る

理
由
は
。

A
　

運
営
基
準
に
つ

い
て
国
が
示
し
た

内
閣
府
令
に
誤
り
が
見
つ

か
り
、
不
完
全
な
状
態
で

提
案
す
る
の
は
良
く
な
い

と
判
断
し
た
。

QQ
　

10
月
１
日
か
ら

の
、
子
育
て
支
援

な
ど
の
施
行
は
い
か
に
。

A
　

国
の
運
営
基
準

が
確
定
す
る
ま
で
、

既
達
の
予
算
の
中
で
運
用

し
た
い
。

QQ
　

今
後
の
予
定
は
。

A
　

本
年
の
12
月
定

例
会
以
降
に
訂
正

し
た
も
の
を
再
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

＊
子
ど
も
子
育
て
支
援
制

度
は
、
５
年
前
ス
タ
ー
ト
。

本
年
10
月
か
ら
は
、
３
～

５
歳
（
就
学
前
ま
で
）
の

子
ど
も
、
０
～
２
歳
ま
で

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
ど
も
の
保
育
料
が
無
償

と
な
っ
た
。

《
議
案
第
25
号
》

日
吉
津
村
森
林
整
備
基
金

条
例QQ

　

こ
の
条
例
の
目

的
は
。

A
　

森
林
環
境
税
の

新
設
に
と
も
な
い
、

市
町
村
に
森
林
環
境
譲
与

税
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
後
、
森
林
の

整
備
等
を
す
す
め
る
施
策

の
財
源
に
充
て
る
。

QQ
　

基
金
と
し
た
理

由
は
。

A
　

村
の
森
林
面
積

は
極
め
て
少
な
く
、

譲
与
税
も
少
額
で
あ
り
、

効
果
的
に
活
用
す
る
た
め

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る

こ
と
に
し
た
。

QQ
　

基
金
は
、
何
に

使
え
る
か
。

A
　

森
林
の
整
備
、

林
業
就
業
者
の
支

援
、
普
及
啓
発
、
木
質
化

な
ど
。

議
決
し
た
他
の
条
例
等

（
議
案
第
26
号
）

○
日
吉
津
村
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
27
号
）

○
日
吉
津
村
複
合
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
議
案
第
29
号
）

○
日
吉
津
村
保
育
所
の
設

置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
規
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

（
議
案
第
30
号
）

○
日
吉
津
村
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
人
事
案
件
）

○
監
査
委
員
の
選
任
、
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

等
の
選
挙

９月
定例会
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９
月
定
例
会
は
、９
月
２
日
に
開
会
し
、９
月
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
30
年
度
決
算
の
認
定
、
人

事
案
件
な
ど
を
審
査
の
う
え
、
原
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

▲村の将来を決める子育て

子ども・子育て支援実施
条例改正撤回も… 10月１日より

条例改正

撤
回

《
議
案
第
28
号
》



○�

自
治
会
公
民
館
解
体

　

費
用
補
助
金

�

　

50
万
円

○�
自
治
会
内
地
図
看
板

　

撤
去
工
事

　
　

17
万
２
０
０
０
円

QQ
　

自
治
会
で
費
用

負
担
す
る
の
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

A
　

今
吉
自
治
会
か

ら
の
要
望
も
強
く
、

危
険
性
も
あ
り
、
要
綱
を

定
め
、
２
分
の
１
、
限
度

額
50
万
円
補
助
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

看
板
は
老
朽
化
し
て
お

り
、
残
っ
て
い
る
５
自
治

会
６
基
す
べ
て
を
撤
去
す

る
こ
と
と
し
た
。

○�

村
行
政
経
営
等
支
援

　

業
務
委
託
料

　

60
万
７
０
０
０
円

QQ
　

委
託
の
内
容
は
。

A
　

本
年
度
は
、
総

合
計
画
、
総
合
戦

略
、
行
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
な
ど
を
全
体
的
に
見

直
す
予
定
。
専
門
的
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
託
を
行

い
実
施
し
た
い
。

QQ
　

運
営
基
金
に
８

７
７
万
５
０
０
０

円
を
積
み
立
て
た
目
的
は
。

A
　

国
保
会
計
は
、

30
年
度
に
県
一
本

化
さ
れ
た
。

　

今
後
、
原
則
と
し
て
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
で
き
な
く
な
る
。
特
別

会
計
の
中
で
の
積
み
立
て

が
必
要
と
な
る
。

※
基
金
積
立
金
と
は
赤
字

が
見
込
ま
れ
る
と
き
、
補

て
ん
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

QQ
　

浄
水
セ
ン
タ
ー

汚
水
配
管
修
繕
工

事
５
５
０
万
円
（
一
般
会

計
繰
入
）
は
、
当
初
予
算

に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た

の
か
。

A
　

当
初
予
算
で
予

定
し
て
い
た
以
外

の
場
所
の
修
繕
が
必
要
と

な
っ
た
。

一般会計・特別会計補正予算
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一
般
会
計

補正予算の総額
●一般会計（増額補正）���������1,386万8,000円
●特別会計（増額補正）
　・国民保険事業会計�����������877万5,000円
　・後期高齢者医療会計����������� ４万1,000円
　・下水道事業会計������������578万2,000円

国
民
健
康

保
険
事
業

公
共
下
水
道

事
　
　
　
業

▲解体が決定した旧自治会公民館

▲�見直しが必要な総合計画など

▲修繕が必要な配管

Q
&A

令和元年度

補正予算
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30億8,710万円

0

2

4

6

8

10

0.7
億
円

2.8
億
円

2.9
億
円

3.5
億
円 1.7

億
円

4.3
億
円

1.0
億
円

7.8
億
円 6.8

億
円

9.3
億
円

村
債

繰
入
金
・

操
越
金

財
産
諸
収
入

寄
附
金

国
庫
・
県
支
出
金

分
担
金
・
負
担
金

使
用
料
・
手
数
料

地
方
交
付
税

地
方
譲
与
税
等

交
付
金

村
税

歳出　25億2,698万円 歳入　26億1,713万円

　　　一般会計・特別会計の決算額� （単位：万円）
会　　計 歳　入 歳　出

一般会計 26億1,713 25億2,698

国民健康保険事業 3億8,853 3億7,345

後期高齢者医療 4,495 4,484

公共下水道事業 1億4,325 1億4,153

個人情報保護審査会 70 31

合　　計 31億9,456 30億8,710

決算審査特別委員会の意見として
●荒廃地対策をすすめられたい。
●農道等の雑草除去を徹底されたい。
●子育て支援、児童館、予防接種の支援策を継続されたい。
●交通安全など、生け垣管理の啓発を図られたい。
●総合計画策定、自治基本条例の推進を継続されたい。
●人材育成交流事業を継続されたい。
●図書館での学習利用を検討されたい。
など、22項目の意見を添えて提出しました。

平成30年度決算

歳入



一般
会計
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◉
村
営
住
宅
建
替
事
業

７
０
５
７
万
円

　

高
齢
化
な
ど
世
帯
員
数
の
変
化

に
と
も
な
い
、
既
存
の
２
階
建
て

住
宅
２
軒
を
解
体
。

　

ほ
か
に
、
児
童
遊
園
の
一
部
と

あ
わ
せ
、
平
屋
建
て
５
軒
を
新
築

し
ま
し
た
。

◉�

社
協
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ
非
常
用
発
電
施
設
の
設
置

９
億
４
１
３
７
万
円

　

村
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
、

非
常
用
発
電
設
備
を
設
置
し
ま
し

た
。

◉
河
川
敷
運
動
公
園
災
害
復
旧
工
事

１
９
９
８
万
円

　

平
成
30
年
７
月
と
10
月
の
豪
雨

に
よ
り
日
野
川
が
増
水
。
河
川
敷

に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球
場
が

被
害
に
あ
い
、
修
復
し
ま
し
た
。

平成30年度決算
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1.7
億
円

1.1
億
円

1.7
億
円

0.9
億
円

1.5
億
円

7.8
億
円

6.8
億
円

0.6
億
円

諸
支
出
金

公
債
費

教
育
費

消
防
費

土
木
費

農
林
水
産
費

商
工
費

衛
生
費

民
生
費

総
務
費

議
会
費

1.3
億
円

1.9
億
円

歳出　25億2,698万円

一人当たり
71万円の支出

ここに注目！

▲河川敷運
動公園

▲非常用発電施設 ▲村営住宅

平成30年度決算

主
な
歳
出

歳出
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村
政
に

村
政
に

村
政
に
喝喝

議　員 ページ 質　問　事　項

松田　悦郎 ７
１．高規格道路の村内通過は反対
２．建替え村営住宅はいつまで空室か
３．太陽熱温水器の補助金制度を

山路　　有 ８
１．健康づくり施策の推進を
２．投票率向上をめざした対策を
３．住民理解を得た保育所建替えを

河中　博子 ９ １．住民サービスの改善を

前田　　昇 10
１．従来と異なる多様な防災訓練の実施を
２．村制130周年の取り組み検討はいかに
３．循環バスの現状と課題は

三島　尋子 11
１．うなばら荘の今後は
２．国保税の子ども均等割の軽減を
３．自治会公民館の活用を

９月６日（金）

長谷川康弘 12 １．移住定住支援の成果は
２．農業の今後の方向性は

橋井　満義 13
１．保育所建替え計画を村民に示せ
２．全国学力テストの分析は
３．人口施策と宅地の現状は

７人の議員が質問しました。

９月５日（木）

一般質問



QQ
　

境
港
・
米
子
間

を
結
ぶ
高
規
格
道

路
問
題
は
村
内
を
通
過
す

る
計
画
で
、
村
も
含
め
県

や
境
港
、
米
子
両
市
で
検

討
を
進
め
る
と
あ
る
が
、

村
内
通
過
は
反
対
だ
。

　

村
に
大
き
く
関
わ
る
問

題
で
あ
り
、
そ
の
概
要
と

対
応
は
。

A
村　
長

　

米
子
道
は
平
成

９
年
に
開
通
し
た
。

　

そ
の
後
、
境
港
市
は
国

際
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
就
航
、

水
木
ロ
ー
ド
観
光
客
増
加
、

米
子
空
港
の
ソ
ウ
ル
便
就

航
に
と
も
な
う
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
が
高
ま
っ
た
。

米
子
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
米
子
北
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
間
の
高
規
格
道
路

計
画
の
凍
結
解
除
を
求
め
、

県
と
米
子
、
境
港
両
市
が

国
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

高
規
格
道
路
は
中
海
圏

域
の
物
流
、
産
業
や
観
光

の
振
興
に
つ
な
が
る
大
変

重
要
な
道
路
と
認
識
し
て

い
る
。

　

ル
ー
ト
案
は
、
村
に
十

分
に
利
益
が
あ
る
計
画
と

な
る
よ
う
訴
え
て
い
く
。

建
替
え
村
営
住
宅
は　

い
つ
ま
で
空
室
か

住
民
課
長　

今
後
も
転
居

の
交
渉
を
重
ね
て
い
く

QQ
　

建
替
え
後
の
村

営
住
宅
は
い
ま
だ

入
居
さ
れ
て
い
な
い
。

　

い
つ
ま
で
空
室
な
の
か
、

こ
の
状
態
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
住
民
課
長

　

既
存
の
住
居
に

入
居
さ
れ
て
い
る
単
身
世

帯
の
方
に
、
個
別
に
転
居

の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
転
居
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
継
続
し
て

交
渉
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

太
陽
熱
温
水
器
の

補
助
金
制
度
を

村
長　

近
隣
市
町
の
状
況

を
検
証
し
た
い

QQ
　

太
陽
熱
温
水
器

は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
よ
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
変
換
率
が
高
い
。

　

補
助
金
制
度
を
導
入
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
を

促
進
す
べ
き
で
は
。

A
村　
長

　

太
陽
熱
温
水
器

は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
と
し
て
地
球
温
暖
化
対

策
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
、
省
エ
ネ

社
会
の
実
現
に
有
効
と
理

解
し
て
い
る
。

　

太
陽
熱
温
水
器
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
効
率
が
高
く
、

設
備
費
用
も
太
陽
光
発
電

よ
り
安
い
利
点
も
あ
る
。

　

近
隣
の
補
助
金
状
況
を

検
証
し
た
い
。

議会ひえづNo.160　令和元年11月１日　発行7

松田悦郎　議員

高規格道路の村内通過は反対

村長　ルート案は利益ある計画を訴える

一般質問

▲米子道インターチェンジ付近

▲太陽熱温水器（サンヒーター）設置に補助金を



の
中
心
部
に
位
置
す
る
投

票
所
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が

行
き
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

　

人
的
配
置
に
無
理
が
あ

り
、
現
状
で
行
う
。
引
き

続
き
、
啓
発
活
動
に
努
め

た
い
。

住
民
理
解
を
得
た

保
育
所
建
替
え
を

村
長　

競
争
入
札
方
式
を

考
え
て
い
る

QQ
　

保
育
所
建
設
に

向
け
、
検
討
委
員

会
の
方
々
に
は
、
ご
苦
労

を
お
か
け
し
た
。
皆
さ
ん

の
希
望
に
か
な
っ
た
施
設

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　

住
民
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
進
め
て
は
ど
う
か
。

A
村　
長

　

よ
り
多
く
の
方

の
ご
意
見
を
反
映
し
た
い
。

　

設
計
者
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
競
争
入
札
方
式
を

考
え
て
い
る
。

※�

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
、

設
計
者
を
選
定
す
る
際
、

複
数
の
者
に
企
画
を
提
案

さ
せ
、
優
れ
た
も
の
を
選

定
す
る
方
法
。

QQ
　

高
齢
に
な
っ
て

も
健
康
で
過
ご
す

た
め
に
、
村
独
自
の
健
康

づ
く
り
施
策
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
。

①
希
望
者
に
血
圧
計
を
配

布
し
、
啓
発
活
動
を
し
て

は
ど
う
か
。

②
温
水
プ
ー
ル
設
置
を
本

腰
で
考
え
て
は
ど
う
か
。

③
村
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
設
置
し
、
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

A
村　
長

　

①
ヴ
ィ
レ
ス
テ

ひ
え
づ
に
お
い
て
、
保
健

師
に
よ
る
健
康
相
談
も
随

時
受
け
て
い
る
。

　

健
康
手
帳
に
つ
い
て
は
、

村
内
の
40
歳
以
上
の
方
に

配
布
し
、
体
重
や
血
圧
等

を
記
入
い
た
だ
き
、
健
康

維
持
・
増
進
に
活
用
い
た

だ
い
て
い
る
。

②
昨
年
か
ら
介
護
予
防
事

業
の
中
に
水
中
運
動
を
取

り
入
れ
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

し
か
し
、
村
で
新
た
な

プ
ー
ル
施
設
と
な
る
と
、

財
政
的
に
大
き
な
負
担
と

な
り
、
考
え
て
い
な
い
。

③
自
治
会
公
民
館
を
起
点

と
し
た
コ
ー
ス
は
設
定
し

て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
モ
デ
ル

コ
ー
ス
を
今
後
検
討
す
る
。

そ
の
際
に
は
案
内
板
等
を

設
置
し
た
い
。

投
票
率
向
上
を
め
ざ
し
た

対
策
を

選
管
事
務
局
長　

啓
発
活
動
に
努
め
た
い

QQ
　

こ
の
度
の
参
議

院
選
挙
、
鳥
取
県

内
の
投
票
率
は
49
・
98
％

で
、
国
政
選
挙
で
は
戦
後

初
め
て
50
％
を
切
っ
た
。

　

投
票
率
向
上
に
向
け
、

期
日
前
投
票
所
、
投
票
所

を
一
カ
所
増
や
し
て
は
ど

う
か
。

A
選
管
事
務
局
長

　

投
票
率
低
下
を

危
惧
し
て
い
る
。
狭
い
村
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山路　有議員

健
康
づ
く
り
施
策
の
推
進
を

村
長
　
健
康
相
談
も
随
時
受
け
て
対
応

▲保育所建設予定地の中央公民館跡地

▲ウォーキングの効果は実証されています

一般質問



QQ
　

政
府
が
推
奨
す

る
広
域
入
所
や
、

保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な

ど
で
、
一
時
的
に
子
ど
も

の
保
育
が
で
き
な
い
と
き

に
利
用
で
き
る
一
時
保
育

制
度
を
、
日
吉
津
保
育
所

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
な
い

か
。A

村　
長

　

広
域
入
所
に
つ

い
て
は
受
け
入
れ
て
い
る

が
、
年
度
中
途
で
定
員
を

超
え
る
場
合
、
他
市
町
の

保
育
所
を
案
内
し
て
い
る
。 　

ご
要
望
の
多
い
一
時
保

育
に
つ
い
て
は
、
実
施
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

QQ
　

待
機
児
童
ゼ
ロ

は
素
晴
ら
し
い
制

度
だ
が
、
保
育
所
の
他
の

部
分
で
も
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
い
う
視
点
で
、

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

A
村　
長

　

新
た
な
子
育
て

支
援
施
設
を
建
設
す
る
の

で
、
充
分
検
討
し
た
い
。

QQ
　

高
齢
者
の
ゴ
ミ

処
理
問
題
に
つ
い

て
は
行
政
主
導
で
。

A
村　
長

　

ゴ
ミ
出
し
問
題

な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
課

題
に
つ
い
て
は
認
識
し
て

い
る
。

　

現
在
、
社
協
の
方
で
、

短
時
間
で
で
き
る
支
援
と

し
て
、
安
価
な
料
金
設
定

で
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
い
て
る
。

QQ
　

い
ろ
い
ろ
条
件

が
あ
る
社
協
ま
か

せ
で
は
な
く
、
行
政
の
問

題
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
村　
長

　

公
的
な
制
度
だ

け
で
は
、
財
政
的
に
も
人

材
的
に
も
む
ず
か
し
く
、

国
も
、
住
民
同
士
の
互
助

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
確
立

を
す
す
め
て
い
る
。

QQ
　

住
民
同
士
の
互

助
の
必
要
性
は
理

解
で
き
る
が
、
た
と
え
ば
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に

不
測
の
事
態
が
起
き
た
時

ど
う
解
決
す
る
か
な
ど
の

問
題
も
あ
り
、
行
政
主
導

で
な
け
れ
ば
、
住
民
に
よ

る
互
助
は
進
ま
な
い
と
思

う
が
。

A
村　
長

　

村
で
は
、
生
活

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
地
域
で
の
支
え
あ

い
活
動
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
日
頃

の
生
活
の
中
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
声
掛
け
で
困
り
ご

と
が
解
消
で
き
る
よ
う
な
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

行
政
と
し
て
何
が
で
き
る

か
、
自
治
会
単
位
で
地
域

と
と
も
に
模
索
し
て
い
き

た
い
。
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村長　地域とともに模索していきたい

住民サービスの改善を

▲高齢者にとってはゴミ出しも大変

▲広域入所・一時保育など
　必要に応じて受け入れてもらえる保育所に

一般質問

河中博子　議員



あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て

も
、
１
３
０
年
を
ふ
り
か

え
る
展
示
を
検
討
し
て
い

る
。
村
広
報
の
表
紙
に
１

３
０
周
年
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ロ
ゴ
を
掲
載
し
て
い
る
。

今
後「
日
吉
津
の
日
」
の

よ
う
な
も
の
を
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
な

が
ら
検
討
す
る
。

循
環
バ
ス
の現

状
と
課
題
は

村
長　

今
後
県
が
予
定
し
て
い
る

調
査
結
果
を
検
討
し
た
い

QQ
　

昨
年
10
月
か
ら

運
行
さ
れ
て
い
る

循
環
バ
ス
に
つ
い
て
、
村

と
し
て
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

A
村　
長

　

県
西
部
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に

よ
り
、
乗
降
調
査
・
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
３
日
間
実

施
さ
れ
た
。
今
後
、
そ
の

結
果
が
示
さ
れ
る
予
定
な

の
で
、
そ
れ
を
待
っ
て
検

討
し
た
い
。
利
用
に
つ
い

て
の
Ｐ
Ｒ
は
、
広
域
的
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
中
で
あ
る
。

QQ
　

毎
年
実
施
の
全

村
防
災
訓
練
、
繰

り
返
す
こ
と
の
意
義
は
あ

る
が
、
異
な
る
訓
練
も
必

要
で
は
な
い
か
。
例
え
ば

災
害
対
策
本
部
を
ヴ
ィ
レ

ス
テ
に
置
い
て
み
た
り
、

職
員
も
適
宜
参
加
で
き
る

平
日
訓
練
も
行
っ
て
は
。

近
年
の
災
害
で
は
、
災
害

時
の
直
接
死
よ
り
、
そ
の

後
の
避
難
の
な
か
で
亡
く

な
ら
れ
る「
災
害
関
連
死
」

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
避

難
所
で
の
女
性
や
子
ど
も

の
安
全
対
策
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
へ
の
配
慮
、
ペ

ッ
ト
の
避
難
ま
で
、
多
様

な
訓
練
が
必
要
だ
。

　

役
場
保
管
の
防
災
関
係

資
料
は
、
お
そ
ら
く
各
課

毎
に
書
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
役
場
の
機
能
を
拡

充
す
る
た
め
に
、
担
当
課

以
外
の
職
員
で
も
一
覧
で

き
る
よ
う
資
料
室
に
て
整

理
を
。

A
村　
長

　

昨
年
は
、
台
風

接
近
の
た
め
中
止
さ
れ
た

が
、
今
年
は
、
例
年
通
り

地
震
に
よ
る
津
波
避
難
を

想
定
し
た
訓
練
を
実
施
す

る
。

　

職
員
等
に
つ
い
て
は
、

県
主
催
の
専
門
研
修
に
随

時
参
加
し
て
い
る
。
今
後

も
い
ろ
い
ろ
と
研
修
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

　

役
場
内
の
資
料
室
の
ご

提
案
に
つ
い
て
は
、
当
面

は
、
職
員
も
含
め
て
ヴ
ィ

レ
ス
テ
の
図
書
館
を
利
用

い
た
だ
き
た
い
。

村
制
１
３
０
周
年
の

取
り
組
み
検
討
は
い
か
に

村
長　

今
後「
日
吉
津
の
日
」

の
設
置
を
考
え
た
い

QQ
　

村
制
１
３
０
周

年
の
取
り
組
み
を

「
今
後
の
事
業
と
合
わ
せ

て
検
討
す
る
」
と
６
月
議

会
に
て
答
弁
い
た
だ
い
た
。

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
、

具
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か
。

A
村　
長

　

１
３
０
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、
今
月

末
に
は
村
づ
く
り
講
座
を

計
画
し
た
。
11
月
の
ふ
れ
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従
来
と
異
な
る
多
様
な
防
災
訓
練
の
実
施
を

村
長
　
今
年
も
基
本
と
な
る

全
村
一
斉
訓
練
を
行
う

▲全村防災訓練（非常食づくり体験・海川）

一般質問

▲循環バスの利便性向上で、利用増を。

前田　昇　議員



QQ
　

法
人
改
革
か
ら

７
年
目
、
赤
字
経

営
が
続
い
て
い
る
。

　

30
年
度
も
、
村
の
一
般

会
計
か
ら
３
５
０
０
万
円

を
補
助
。
経
営
は
大
変
厳

し
い
状
況
だ
。

　

今
期
の
指
定
管
理
契
約

は
、
来
年
３
月
31
日
ま
で

で
、
今
後
の
こ
と
は
、
広

域
組
合
で
検
討
す
る
と
聞

く
が
、
ま
ず
は
、
う
な
ば

ら
福
祉
事
業
団
が
態
度
を

決
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
。 　

経
営
改
善
と
次
期
指
定

管
理
申
請
に
つ
い
て
、
理

事
長
で
あ
る
村
長
に
問
う
。

A
村　
長

　

引
き
続
き
料
理

の
工
夫
と
営
業
の
強
化
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

た
い
。

　

広
域
組
合
か
ら
、
今
後

の
指
定
管
理
期
間
を
２
年

と
し
て
、
指
名
指
定
が
提

案
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を

受
け
て
申
請
を
行
っ
た
。

QQ
　

住
民
に
、
現
状

を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
。
意
見
を
聞
く
場

を
設
け
る
考
え
は
。

A
村　
長

　

専
門
家
や
利
用

者
、
関
係
者
に
よ
る
意
見

を
聞
く
場
を
検
討
し
た
い
。

国
保
税
の
子
ど
も
均
等
割

の
軽
減
を

村
長　

他
被
保
険
者
へ
の

負
担
増
が
想
定
さ
れ
る

QQ
　

18
歳
以
下
国
保

加
入
者
は
60
人
、

村
独
自
の
軽
減
を
求
め
る
。

　

費
用
対
効
果
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
、
ど
う
い
う

意
味
か
。

A
村　
長

　

軽
減
額
は
、
他

被
保
険
者
へ
の
負
担
増
が

想
定
さ
れ
る
。

　

費
用
対
効
果
と
は
、
財

源
も
含
め
総
合
的
に
考
え

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
治
会
公
民
館
の
活
用
を

村
長　

つ
な
が
り
の
場
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
た

QQ
　

各
自
治
会
に
職

員
を
配
置
し
、
支

援
し
て
い
る
が
、
そ
の
気

づ
き
や
課
題
は
。

A
村　
長

　

少
子
高
齢
化
問

題
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
の
影
響

な
ど
、
つ
な
が
り
の
場
と

し
て
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。 　

自
治
会
公
民
館
活
用
も

含
め
地
域
の
実
情
に
応
じ

社
会
資
源
の
創
出
、
村
民

と
行
政
が
連
携
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
支
援
す
る
。

QQ
　

自
治
会
公
民
館

と
ヴ
ィ
レ
ス
テ
連

携
の
取
り
組
み
は
進
ん
で

い
る
か
。

A
教
育
長

　

生
涯
教
育
の
基

盤
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
連
携
で
き
る

活
動
が
あ
れ
ば
、
考
え
た

い
。
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村長　今後２年間の指名指定管理者
　　として申請を行った

うなばら荘の今後は

一般質問

▲経営改善をめざすうなばら荘

▲対話でつながる村民と行政

三島尋子　議員



悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

荒
廃
地
、
遊
休
農
地
に
対

す
る
見
解
は
。

A
村　
長

　

農
業
の
担
い
手

不
足
は
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
今
年
実
施

し
た
「
日
吉
津
村
農
業
の

未
来
を
考
え
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
集
計
結
果
を
分
析

し
、
持
続
可
能
な
農
業
に

必
要
な
施
策
を
検
討
す
る
。 　

荒
廃
地
な
ど
に
つ
い
て

は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で

確
認
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
所
有
者
に
利
用
意

向
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

荒
廃
地
が
解
消
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
も
あ
る
。
引
き

続
き
所
有
者
と
交
渉
を
進

め
て
い
く
。

QQ
　

①
新
築
住
宅
借

入
利
息
助
成
事
業

の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
対
象
要
件
の
年
齢

制
限
の
意
図
は
。

②
宅
地
・
空
き
家
の
情
報

収
集
は
、
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
。
こ
の
事
業

へ
の
問
い
合
わ
せ
状
況
は
。

A
村　
長

　

①
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
事
業
と
し
て
平

成
27
年
度
よ
り
開
始
し

（
そ
の
時
点
で
40
歳
未
満
）、

助
成
件
数
は
42
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

対
象
要
件
に
つ
い
て
は
、

総
合
戦
略
の
５
年
間
を
当

面
の
期
間
と
見
込
み
、
子

育
て
世
代
を
念
頭
に
定
め

た
。
移
住
定
住
の
促
進
な

ら
び
に
人
口
増
加
を
目
指

し
て
対
象
者
、
要
綱
の
見

直
し
を
検
討
し
た
い
。

　

申
請
者
数
、
村
全
体
の

人
口
か
ら
見
て
も
、
こ
の

事
業
導
入
に
よ
る
移
住
定

住
支
援
の
効
果
は
出
て
い

る
と
考
え
る
。

②
建
築
可
能
な
土
地
所
有

者
に
、
土
地
の
活
用
意
向

を
調
査
し
、
売
却
希
望
で

不
動
産
業
者
と
契
約
し
た

物
件
を
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

掲
載
物
件
は
、
不
動
産

業
者
と
リ
ン
ク
し
て
い
る

の
で
、
村
へ
の
問
い
合
わ

せ
は
以
前
よ
り
減
少
し
て

い
る
。

　

従
来
よ
り
推
進
し
て
き

た
子
育
て
施
策
、
大
規
模

商
業
施
設
誘
致
な
ど
の
効

果
で
、
住
宅
建
築
希
望
者

は
多
い
。
ま
だ
、
売
却
希

望
者
も
あ
り
、
今
後
も
住

宅
建
築
の
促
進
を
図
り
、

人
口
維
持
、
増
加
に
努
め

る
。農

業
の
今
後
の
方
向
性
は

村
長　

持
続
可
能
な

農
業
施
策
を
検
討

QQ
　

村
の
農
業
は
、

耕
作
者
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
担
い
手
不
足

の
解
消
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。現
状
で
考
え
て

い
る
対
策
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
周
り
の
圃
場
に
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村
長
　
助
成
事
業
に
よ
る
効
果
は
出
て
い
る

移
住
定
住
支
援
の
成
果
は

▲借入利息助成事業の対象となる住宅

▲将来どうなる村の水稲栽培

一般質問

長谷川康弘　議員



QQ
　

保
育
所
建
替
え

に
つ
い
て
、
検
討

委
員
会
に
村
が
提
示
し
た

与
条
件
を
再
度
確
認
す
る
。

ま
た
、
敷
地
計
画
内
の
資

料
館
の
存
続
と
除
却
に
つ

い
て
は
村
民
か
ら
多
様
な

意
見
を
聞
く
、
今
後
の
方

向
を
明
確
に
示
せ
。

A
村　
長

　

昨
年
度
末
の
委

員
会
提
言
を
も
と
に
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
６
月
か

ら
月
１
回
行
っ
て
い
る
。

財
政
、
規
模
、
配
置
等
を

検
討
し
来
年
度
設
計
予
算

を
計
上
し
た
い
。
予
定
地

は
旧
中
央
公
民
館
、
保
育

所
、
児
童
館
、
民
俗
資
料

館
を
含
め
た
敷
地
で
計
画
。

建
物
は
保
育
所
、
児
童
館
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

複
合
化
し
、
民
俗
資
料
を

含
め
た
施
設
と
し
た
い
。

水
害
に
備
え
た
２
階
建
て

と
し
、
起
債
要
件
を
満
た

す
た
め
の
総
合
施
設
管
理

計
画
に
も
と
づ
き
、
減
築

の
方
向
で
行
う
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の分

析
は

教
育
長　

国
や
県
の

平
均
を
上
回
っ
た

QQ
　

小
学
校
全
国
学

テ
の
結
果
と
詳
細

を
ど
う
分
析
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
今
後
の
小
学
校
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
。

　

創
立
１
０
０
周
年
に
小

学
校
中
庭
に
埋
め
た
カ
プ

セ
ル
を
ど
う
さ
れ
る
か
。

A
教
育
長

　

全
国
学
テ
の
本

年
度
結
果
は
、
国
語
で
７

か
ら
８
ポ
イ
ン
ト
、
算
数

で
４
・
４
か
ら
５
ポ
イ
ン

ト
国
や
県
の
平
均
を
上
回

っ
た
。
平
成
29
年
よ
り
教

え
て
考
え
さ
せ
る
授
業
の

成
果
が
現
れ
、
以
前
の
低

か
っ
た
結
果
が
転
じ
た
と

思
う
。
今
後
は
教
育
大
網

に
掲
げ
た
「
21
世
紀
を
た

く
ま
し
く
し
な
や
か
に
生

き
る
学
力
の
定
着
」
な
ど

推
進
し
て
い
く
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、

令
和
５
年
の
創
立
１
５
０

周
年
に
披
露
す
る
。

人
口
施
策
と宅

地
の
現
状
は

村�

長　

総
合
戦
略
の
中
で

検
討
し
た
い

QQ
　

村
の
人
口
推
計

と
今
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
、
住
宅
建
築
可

能
な
面
積
を
都
市
計
画
法

に
照
ら
し
提
示
さ
れ
た
い
。

道
路
や
側
溝
等
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
方
針
を
示
せ
。
村

と
の
土
地
交
換
で
未
登
記

が
散
見
さ
れ
る
。
実
態
を

把
握
し
て
い
る
か
。

A
村　
長

　

人
口
推
計
で
は
、

村
及
び
社
人
研
の
値
を
上

回
り
現
在
３
５
５
１
人
で

あ
る
。
子
育
て
支
援
や
移

住
定
住
施
策
を
中
心
と
し

た
総
合
戦
略
を
進
め
た
い
。

建
築
可
能
な
土
地
は
市
街

化
区
域
で
３
・
６
ha
、
田

園
居
住
区
３
・
８
ha
、
調

整
区
域
４
・
７
ha
で
あ
る
。

未
登
記
の
土
地
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
る
。
実
態

調
査
の
上
対
応
し
た
い
。

議会ひえづNo.160　令和元年11月１日　発行13

村長　一体化した複合施設で検討

保育所建替え計画を村民に示せ

一般質問

▲保育所の建設予定地

橋井満義　議員

▲住宅が建並ぶ市街化区域



一人ひとりが輝き、夢はぐくむ村づくりを─

私たちの村は、明治22年村制施行から130周年を迎えました。
ほぼ２キロ四方という全国的にも珍しく小さな村（地域）に、3,500人余が暮らし、
たくさんの人が行きかい、働いています。
輝くみんなの未来のために、新しい村づくりを始めましょう。
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日吉津は小さな村だからこそ、深
く交流できると思う。幅広い年
齢層が関わる場を大事にしたい。
田
た

中
なか

　遥
はる

翔
と

さん・中３（上１）

将来、大人も子どもも遊べるよ
うな、総合アミューズメント施
設ができればうれしいですね。

小
こ

林
ばやし

　美
み

穂
ほ

さん（日吉津郵便局）

親切な人が多くて、いろいろな
いただきものもあります。若い
人が多い印象ですね。
広
ひろ

田
た

　桂
けい

子
こ

さん（とみよし調剤薬局）

一人暮らしや空き家が増えてき
ました。私の目標は後10年生き
ることだけど、日吉津村は150
周年へと続いてほしいです。

梅
うめ

木
き

　厚
あつし

さん（樽屋）

手話を勉強しています。障がい
があってもなくても、互いに優
しくなれる村でありたい。

松
まつ

井
い

　洋
よう

子
こ

さん（今吉）

程よい田舎感を残しつつ、若者
が継続的に働きたいと思える職
場が出来ればと期待しています。

原
はら

田
だ

　智
とも

美
み

さん（上２）

地元愛に満ちた、元気なお年寄
りがたくさん。うなばら荘もか
わいがっていただいています。
野
の

坂
さか

　浩
こう

史
じ

さん（うなばら荘）

130歳の日吉津村

ひえづの未来
私の夢・目標
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130
歳の

日吉
津村

日吉津村には温かい人がたくさ
んです。これからも益々発展し
ていくと思います。
木
きの

下
した

　貴
たか

司
し

さん（JA西部日吉津支所）

毎年環境の日イベントに参加し
ています。人と環境に優しい村
でありますように。

八
や

幡
わた

　勇
ゆう

治
じ

さん（海川）

夢は友人の多くが健康寿命を全う
できること。デイサービスが、女
子会の延長になるのが理想です。

松
まつ

本
もと

　朋
とも

子
こ

さん（日下）

子どもからお年寄りまで、親し
くつながれる機会、運動会など
は、今後も大切にしたいです。

高
たか

田
た

さゆりさん（今吉）

日吉津は、主要な建物がコンパ
クトに集まっていて出かけやすい。
ヴィレステで手軽にコンサートな
ども楽しめます。刺激をもらって
元気なシニアを満喫したいです。
（ご友人と一緒に。左が舌歯さん）

舌
した

歯
ば

　靖
きよ

子
こ

さん（海川）

新しくお近づきになった人とも、
楽しくつきあっていくために、日
吉津にも居酒屋が欲しいですね。

川
かわ

邊
べ

久
く

美
み

子
こ

さん（上２）

今はハッキリとした夢があるわけ
ではないのですが、大学卒業後
は日吉津に帰ってくるつもりです。
松
まつ

本
もと

　圭
けい

祐
すけ

さん・高３（上１）

イオンなどで益々賑やかになる
と思いますが、いつまでも、み
どり豊かな村であってほしいです。

斎
さい

下
が

　喜
き

重
じゅう

さん（海川）

風景が変わっていく村でも、人
のつながりや温かさはこれからも
変わらないで欲しいです。

川
かわ

原
はら

　聡
さと

司
し

さん（海川）

みんなの健康のために、誰でも利用
できるスポーツクラブがあればと思う
し、食育にも力を入れてほしいです。

小
こ

林
ばやし

　清
きよ

志
し

さん（富吉）

130歳の日吉津村



教
育
関
連
の
先
進
地
へ
教
育
民
生
常
任
委
員
会
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　高森町では、高森町版ネウボラによ
る包括的な子育て支援（妊娠・出産・
子育て、そして就労へ）のために、平
成30年５月にオープンした２階建て
の『あったかてらす』という女性活躍
子ども子育て拠点施設を見学しました。
　１階の子育て支援センターで子ども
が遊んでいるあいだに、保護者は２階
のスペースで就労支援を受けられると
いうことでした。２階から、子どもが
遊ぶ姿が見えるという安心できる工夫
もありました。
　また、町おこしとして、芸術文化活
動に力を入れておられました。
　日吉津村でも、子育て支援の複合的
な施設の新設が予定されていますが、
子どもも保護者も職員も安心して過ご
せる施設ができるように、議会として
も、検討したいと思える視察でした。

　子育て支援に力を入れ、人口増加が
続く日吉津村ですが、宮田村ではより
幅広い支援をされていました。

～　宮田村の支援　～
《妊娠中》歯科検診助成金
　　（限度額：２千円　１回分）
《誕生後》誕生祝い金
・第１子 ２万円・第２子 ３万円
・第３子 ６万円・第４子 10万円
・第５子以上 20万円
《保育園》未満児の給食提供
《小学校》入学祝い金　１万円
　　　　　通学用かばん　贈呈
《中学校》入学祝い金　３万円
　　　　　通学用かばん　贈呈
　　　　　�２年生（18人）の韓国派遣

事業費全額を村負担
《その他》 児童館は、村内の０歳～18
歳が対象で土曜日には様々な企画が行
われているそうです。ただし、中高生
の参加は少ないようでした。
　日吉津村でも、宮田村の施策を参考
に検討していきたいと思います。

あったかてら
す

子育て支援は18歳まで

芸術で町おこ
し

視察は町のPR
にも…

長野県　高
た か

森
も り

町
ま ち

人口：13,034人
（令和元年９月30日現在）

長野県　宮
み や

田
だ

村
む ら

人口：9,015人
（令和元年10月１日現在）

視察報告

８月19日
〜21日



―
３
名
の
保
護
者
の
方

に
話
を
伺
い
ま
す
。
ま

ず
は
学
年
と
性
別
を
―

池
田
さ
ん

　

３
年
の
男
子
と
２
年
の

女
子
で
す
。

浜
田
さ
ん

　

３
年
の
女
子
で
す
。

深
田
さ
ん

　

１
年
の
女
子
で
す
。

―
子
ど
も
さ
ん
の
小
さ
い

頃
を
思
い
出
し
、
日
吉
津

で
子
育
て
を
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
点
は
―

深
田
さ
ん

　

働
い
て
い
た
し
、
子
ど

も
が
Ｒ
４
３
１
を
渡
る
こ

と
も
不
安
だ
っ
た
の
で
、

児
童
館
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
し
た
。

浜
田
さ
ん

　

米
子
市
の
小
学
校
の
時

は
児
童
館
も
な
く
、
預
け

る
人
も
少
な
か
っ
た
で
す
。

　

村
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
が

児
童
館
に
行
く
の
で
友
達

も
多
い
し
、
楽
し
く
通
え

ま
し
た
。

池
田
さ
ん

　
　

他
市
町
の
人
と
話
す

と
「
日
吉
津
は
す
ご
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
。

　

役
場
以
外
で
も
知
っ
て

い
る
人
ば
か
り
で
、
他
の

施
設
で
も
先
輩
の
お
母
さ

ん
の
よ
う
に
、
密
に
話
が

で
き
助
け
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

村
じ
ゅ
う
が
「
総
合
窓

口
」
み
た
い
で
し
た
。

―
本
題
の
、
子
ど
も
さ
ん

の
将
来
な
ど
に
つ
い
て
―

池
田
さ
ん

　

昨
日
、
就
職
の
内
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内

で
す
が
転
勤
は
あ
る
よ
う

で
す
。
男
子
な
の
で
村
外

で
の
経
験
も
一
度
は
し
て
、

い
ず
れ
は
村
に
帰
っ
て
ほ

し
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
人
も
日
吉
津
が
好
き

で
、
戻
っ
て
来
た
い
と
は

言
っ
て
い
る
け
ど
、
出
た

ら
ど
う
な
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
今
は
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
み
つ
け
て
、

こ
れ
か
ら
で
す
か
ら
。

　

た
だ
、
帰
っ
て
く
る
な

ら
他
の
自
治
会
で
は
な
く
、

上
一
自
治
会
が
い
い
で
す
。

深
田
さ
ん

　

ま
だ
１
年
な
の
で
全
く

の
ノ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。

　

３
年
に
な
っ
て
真
剣
に

考
え
る
の
か
、
や
り
た
い

職
業
す
ら
見
つ
か
っ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

浜
田
さ
ん

　

資
格
を
取
っ
た
ら
就
職

は
県
外
に
出
る
よ
う
で
す
。

　

出
て
み
た
い
と
思
え
る

の
は
、
ベ
ー
ス
に
村
へ
の

愛
着
が
あ
っ
て
、
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

帰
っ
て
く
れ
れ
ば
、
う

れ
し
い
で
す
が
、
出
る
と

し
て
も
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
高
校
生
に
も
、
地
域
の

行
事
へ
参
加
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
に
つ
い
て
―

池
田
さ
ん

　

参
加
す
る
子
は
す
る
し
、

し
な
い
子
は
全
く
し
な
い

で
す
ね
。
友
達
と
一
緒
じ

ゃ
な
い
と
出
に
く
い
と
も

思
い
ま
す
。
盆
踊
り
は
、

同
窓
会
で
は
な
い
け
れ
ど

毎
年
、
行
く
と
会
え
る
と

い
う
よ
う
な
集
ま
る
場
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

運
動
会
も
親
が
声
か
け

す
る
と
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
待

ち
合
わ
せ
て
予
定
を
立
て

た
り
し
て
い
ま
す
。

―
村
や
議
会
へ
の
意
見

を
お
願
い
し
ま
す
―

浜
田
さ
ん
・
深
田
さ
ん

　

沖
縄
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
映
像
を
見
て
、
下
の

子
ど
も
達
が
「
行
け
ば
よ

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
希
望
者

は
増
え
る
と
思
い
ま
す
ね
。

池
田
さ
ん

　

自
分
の
知
っ
て
い
る
人

が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、

議
会
ひ
え
づ
も
読
ん
で
い

ま
す
。
前
回
の
議
員
紹
介

は
面
白
い
し
、
あ
あ
い
う

の
が
い
い
で
す
ね
。
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深田恭
やす

子
こ

さん

浜田幸
さち

己
き

さん

池田優
ゆう

子
こ

さん

村民インタビュー

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な

ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　今回は、将来を考える時期でもある高校生の
保護者のみなさんに子どもさんの将来のこと、
村での子育て等についてお聞きしました。

『日吉津が好き』がベースにあれば…
村民

インタビュ
ー

村民

インタビュ
ー



編編編
集集集
後後後

記記記

　

議
会
ひ
え
づ
の
編
集
に

携
わ
り
、
２
回
目
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
広
報
編
集
の
経

験
が
な
く
、
頭
は
動
か
ず

時
間
も
か
か
り
苦
悩
の
連

続
で
す
が
、
広
報
の
研
修

会
に
参
加
し
、
少
し
ず
つ

広
報
づ
く
り
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
、
読
み
や
す
い
広
報
づ

く
り
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。─

長
谷
川　

記
─

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

前
田　
　

昇
・
松
本
二
三
子

井
藤　
　

稔
・
河
中　

博
子

長
谷
川
康
弘

 

表
紙

日
吉
津
保
育
所

３
歳
児
（
パ
ン
ダ
組
）

　

新
日
本
海
新
聞
社
編
集
制
作
局

の
田
中
仁
成
氏
に
効
果
的
な
議
会

広
報
誌
の
作
り
方
、
県
広
報
連
絡

協
議
会
事
務
局
の
西
村
裕
子
氏
に

広
報
文
章
の
基
本
、
見
出
し
の
役

割
な
ど
、
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

つ
ぎ
に
、
県
内
の
町
内
議
会
広

報
誌
を
使
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
、
今

後
の
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

次
の
と
お
り
、
議
会
懇
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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西
部
町
村
議
会

議
員
研
修
会

　
　
と　

き　

８
月
30
日
（
金
）

　
　
と
こ
ろ　

南
部
町
天
万
庁
舎

　

大
津
市
議
会
局
次
長
の
清
水
克

士
氏
に
よ
る
、「
災
害
時
に
議
会

は
何
を
す
べ
き
か
」
の
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。

　

大
津
市
議
会
で
は
、
非
常
時
に

行
う
議
会
の
役
割
、
行
動
方
針
を

定
め
た
業
務
継
続
計
画
を
、
地
方

議
会
で
は
初
め
て
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

災
害
が
多
い
現
在
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
研
修
会
で
し
た
。

月　　　　日 自治会

11月10日（日） 午前10時00分 日上１

午後１時30分 日下、今吉、樽屋

午後７時30分 日上２

11月16日（土） 午後７時30分 富吉

11月17日（日） 午前９時00分 海川

場所は各公民館、時間は１時間半を予定しています。

県
町
村
議
会

広
報
研
修
会

　
　
と　

き　

８
月
７
日
（
水
）

　
　
と
こ
ろ　

三
朝
町　

渓
泉
閣

ぎ
か
い
懇
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ


